令　和　２　年　度　　　学 校 経 営 計 画
１　学校教育目標

　　　障害による学習上又は生活上の困難を改善・克服する力を養い、友愛の中に自己を実現し、社会的に自立
する明るくたくましい人間を育成する。
   　〈校　訓〉○仲よく楽しく学びましょう　○恐れずくじけず励みましょう　○明るく正しく生きましょう
２　学校の特色

・本校では聴覚に障害のある幼児児童生徒と軽度の知的障害のある高等部の生徒が、障害による学習上又
は生活上の困難を改善・克服し、自立して社会参加することや、共に学び、共に生活して、地域社会で
活躍することを目指して学んでいる。
・聴覚障害のある生徒を対象とした、幼稚部、小学部、中学部、高等部、高等部専攻科があり、幼稚部に
　は０歳、１歳、２歳児のための乳幼児教室がある。また、軽度知的障害のある生徒を対象として、高等部に福祉・サービス科を設置している。
・個別の教育支援計画及び個別の指導計画を作成し一人一人の教育的ニーズに応じた教育を行っている。
・コミュニケーション能力を養い、社会性や望ましい人間関係を育てるために、それぞれの学部が地元の
　保育園や学校と交流活動を行っている。
・聴覚障害教育センターとして、保育園、幼稚園、通常の学校、特別支援学校に在籍する聴覚障害児及び
　卒業生を含む成人聴覚障害者を支援している。
・中学部・高等部の生徒全員が卓球部に所属し、北陸地区聾学校体育連盟・中学校体育連盟・高等学校体育連盟主催の各大会に参加している。
３　学校の現状と課題

ア　現状
・聴覚口話法を基本とし、個々の実態に応じた有効なコミュニケーション手段（手話、指文字、筆談
　等）を用いて、コミュニケーション能力の育成を図っている。
・医療体制の充実による障害の早期発見や地域の学校への進学等により、幼児児童生徒数が減少し、一
人学級、少人数学級が多く、集団による学習活動が難しくなっている。
・障害の重度・重複化、多様化により、幼児児童生徒の個々の教育的ニーズに応じた教員の指導力の向
　上が求められる。

・聴覚障害生徒の高等部卒業後の進路選択として、就職だけでなく専攻科や大学への進学希望者が増え
てきている。軽度知的障害生徒の就労支援を含め多様な進路希望に対応するために、個々に応じた進
路指導の充実が求められる。
・医療的ケアの幼児児童生徒が在籍し、指導医、主治医、保護者、担任、養護教諭、看護師等が連携を
密にし安全な医療的ケアの実施に努めている。

・聴覚障害教育センターとして、地域の聴覚障害幼児児童生徒が在籍する学校への支援が求められてお
り、聴覚障害教育における専門性の維持・向上が必要である。
・防災や感染症予防など、緊急時における校内の体制づくりに努め、危機管理に対する対応力を強化す
る必要がある。
イ　課題
・生徒が主体的に取り組むための指導・支援の在り方
・キャリア教育の視点を取り入れた進路指導の充実
　（様式２）
４　学校教育計画
	項　目
	目標･方針及び計画

	１
	学習活動
	教育課程 (教務部)

	目標
	〇効果的な指導計画の作成・活用・評価のために、個別の教育支援計画、個別の指導計画、成績関係書類等の関連を整理し、見直しに取り組む。

	
	
	
	計画
	・法令等の根拠を参照しながら進める。
・インターネットや市販本、他校等から情報を収集する。
・各学部と意見交換し合意形成しながら様式や作業手順の検討、評価方法の研究を行う。

	
	
	教科指導(幼稚部）

	目標
	〇「遊び」を通して興味・関心を広げ、人と関わる力を高めるための支援の在り方を探る。

	
	
	
	計画
	・幼稚部段階でのキャリア教育について学部で学び合う。幼児が人と関わり興味・関心を広げていくための「遊び」の活動について捉え直す。
・活動内容や環境設定、教師の関わり方、幼児の変容について学部で検討しながら、「遊び」の実践を積み重ねる。
・幼稚部段階に合ったキャリア・パスポートを作成・活用し、幼児が保護者や教員と一緒に「遊び」の活動を振り返り、次の活動への意欲付けになるように支援する。

	
	
	教科指導(小学部）
	目標
	〇自己実現に向けて主体的に学び行動できる児童の育成を目指す。

	
	
	
	計画
	・キャリア教育の視点を意識して実践するための共通理解を図る場として、学部学習会を設定し、教員の学び合いをする。

・学部の方針を踏まえ、各教員が教科等での計画的な実践を行い、事例をまとめる。

・児童の発達段階や実態に応じたキャリア・パスポートを作成し、児童が自己を振り返ったり、次回に生かしたりできるように支援する。

	
	
	教科指導(中学部）
重点課題１
	目標
	〇生徒が様々な活動に主体的に取り組むための指導・支援の在り方を探る。

	
	
	
	計画
	・なりたい自分に近づくための目標設定や振り返りの機会をもち、目標達成までの取組の過程から自己の成長を実感できるようにキャリア・パスポートを活用する。
・生徒の目標達成のための具体的な支援の方法について共通理解を図る。

	
	
	教科指導(高等部）
重点課題２

	目標
	〇生徒がなりたい自分を目指し、自己肯定感を高めながら主体的に学んだり自己決定したりするための支援の工夫に取り組む。

	
	
	
	計画
	・キャリア・パスポートの作成・活用や進路行事に関する事前事後学習を行い、目標を明確にし自己を振り返ると共に、次の取組への意欲につながるよう支援する。

・生徒との面談や教員同士の話し合いを適宜設定し、目標の修正、確認をしたり、支援方法等の共通理解を図ったりする。


	２
	学校生活
	生徒指導

	目標
	〇防災・防犯のための教員の意識を高め、対策の充実を図る。
〇児童生徒の発達段階に応じた安全教育を推進する。

	
	
	
	計画
	・防災・防犯対策について、研修会を実施するとともに、グループウエア等を活用し、日頃より情報発信に努める。

・通学指導やSNSの指導等、生活安全、交通安全、災害安全について児童生徒集会等で指導を行うとともに、学部と連携し、キャリア・パスポートを活用した指導につなげる。

・各学部の指導等について、学校全体で情報共有する。

	
	
	保健

	目標
	〇幼児児童生徒の緊急時における救急体制の整備と対応訓練の充実に努める。

	
	
	
	計画
	・緊急時に必要な緊急時対応カードを作成・設置する。
・主に医療的ケアを必要とする幼児児童生徒の実情に応じて、学部毎あるいは学部合同で、授業以外の部活動等の場面を想定した緊急時対応訓練を実施する。

	３
	進路支援
	進路指導
重点課題２
	目標
	〇キャリア教育の視点を取り入れた進路指導の充実を図る。

	
	
	
	計画
	・進路指導の取組について、本校保護者や外部関係者に分かりやすく知らせるためのホームページの掲載内容の工夫を行う。

・進路便りの内容・発行時期の見直しを行い、効果的な活用につなげる。

	　４　　　　　
	　　　特別活動
	特別活動
	目標
	〇児童会、生徒会、委員会活動において、児童生徒が見通しをもち、主体的に活動できるようにする。

	
	
	
	計画
	・児童生徒が自ら課題を見いだし、その解決方法を考え、話し合い、協力しながら活動の目標を達成することができるように、活動を振り返り、自己評価を行うなど、キャリア・パスポートを活用した指導につなげる。

	
	
	学校

図書館
	目標
	〇図書館の整備と図書館利用の機会の拡充を図る。

	
	
	
	計画
	・図書管理システムを活用して、蔵書管理の電子化を図る。
・学校図書館司書の助言を基に、見やすく借りやすい図書の配置を行う。
・貸出率が向上するよう、図書委員会で本の紹介や本に興味をもってもらえるような活動を企画する。

	５
	そ　の　他
	ＰＴＡ

活動
	目標
	ＰＴＡ活動の活性化に努める。

	
	
	
	計画
	・保護者参加の行事ごとに「参加しやすさ」に関するアンケートを実施し、保護者の意見を細かく把握し、改善につなげる。
・ＰＴＡ活動をホームページ等でＰＲし、活動の可視化に取り組む。

	
	
	教育相談


	目標
	〇教育相談に関する広報活動の工夫と情報発信に努め、地域への啓発活動の充実を図る。

	
	
	
	計画
	・教育相談に関わるホームページを、閲覧者の立場で見直しを図り、内容や形式について検討する。
・乳幼児と学齢児に分けて教育相談案内を作成する。
・教育相談を利用している保護者や外部関係教員等から情報収集を行い、ニーズに応じた情報提供に努める。

	
	
	研　修


	目標
	〇キャリア教育の推進に努める。

	
	
	
	計画
	・キャリア教育の視点をもって幼児児童生徒の指導・支援を実践するための学部研究を行う。
・各学部と協力して富聴版キャリア・パスポートの作成・活用について検討する。
・キャリア教育に関する研修会の企画・運営や、キャリア教育に関する書籍等の購入・紹介して、研修を深めるための支援を行う。

	
	
	教育情報
	目標
	ＩＣＴ機器を活用した授業づくりに取り組む。

	
	
	
	計画
	・授業での活用の工夫が共有できるよう互見授業を行う。

・適宜ＩＣＴに関する新しい知識や情報を提供する。

・ＩＣＴ機器活用に関する必要な知識・技能が高められるよう実技研修会を行う。


（様式３）
５　今年度の重点課題（学校アクションプラン）
	令和２年度　　富山聴覚総合支援学校アクションプラン （中学部） －１－

	重点項目
	学習活動

	重点課題
	生徒が様々な活動に主体的に取り組むための指導・支援の在り方

	現　　状
	・これまで、中学部では、キャリアスキルチェック表（※）を用いて自己評価と他者評価を行い、生徒自身による自己理解に努めてきた。また、学期初めや行事等の初めに目標を立て、学期末や行事終了後に振り返るという活動を行ってきた。しかし、生徒自身が、どのような人になりたいか、どのようにありたいかを明確に描けていなかったため、何に取り組むか、どう頑張ればよいかの目標を具体的に掲げることが難しく、達成感や満足感を得ることができにくかった。生徒が、なりたい自分や達成したい夢を描きながらそこに近づくための具体的な方策を考えて目標を設定し、目標達成までの取組を重ねることで自己の成長を実感し、さらなる意欲へとつなげていく必要がある。

（※）キャリア教育の４つの分野を３０項目にして５段階で評価するチェック表。平成２４年度に学部研究で作成

	達成目標
	生徒が具体的な目標設定と振り返りの活動を行うためのキャリア・パスポートの作成・活用回数　　３回以上
	教員が生徒への支援の在り方について検討し、共
通理解の場をもつ回数　  ６回以上


	方　　策
	・目標設定や振り返りの機会を設け、キャリア・パスポートの作成を行う。
・目標達成までの取組の過程から自己の成長を実感できるように、キャリア・パスポートを活用する。
・ホームルームや自立活動の時間に生徒の取組状況に応じて支援し、意欲の向上を図る。
	・学部研究や学部会で、生徒のキャリア・パスポートについての取組状況・達成度について共通理解を図る。
・学部会や学部研究会で生徒の目標達成のための具体的な支援の方策について協議し、共通理解を図る。


（評価基準　Ａ：達成した　Ｂ：ほぼ達成した　Ｃ：現状維持　Ｄ：現状より悪くなった）
	令和２年度　　富山聴覚総合支援学校アクションプラン （進路指導部・高等部）－ ２ －

	重点項目
	進路支援

	重点課題
	キャリア教育の視点を取り入れた進路指導の充実

	現　　状
	・昨年度、富山大学の水内准教授を招き、「ライフステージに応じたキャリア教育の実践」を
テーマに研修会を開催した。過去、現在、未来をつなぐ視点、振り返り見通しをもてるよう
にすること、子供たちが自己選択、自己決定する機会を設けることなど、基本的な考え方を確認した。しかし、キャリア教育の視点を意識した授業実践や進路指導の取組は不十分であった。
・保護者・教職員対象の学校評価アンケート結果から、「進路に関する情報提供」「適切な進路指導」に課題が見られた。進路行事の企画運営、就業体験の事前事後学習、自立活動の時間やホームルーム活動での進路学習等、進路に関する様々な活動を行ってきたが、校内外への周知が不十分であった。本校の進路指導の取組を分かりやすく知らせるために、保護者や生徒、外部関係者への情報発信を工夫する必要がある。

	達成目標
	進路指導に関する本校ホームページの更新　年５回以上
	進路便り「together」(保護者用）年２回発行

進路便り「together」（生徒用）年２回作成

	方　　策
	・ホームページに本校の進路指導の取組について、進路先・就業体験先や進路行事、進路指

導計画などを掲載し、本校保護者や外部関係者に分かりやすく知らせる。

・保護者向け進路便りの発行時期、内容の見直しを行う。

・「先輩に学ぶ」「就業体験」を終えての感想、進路学習で行った内容等について、学年毎

にまとめて生徒版進路便りを作成し、校内に掲示したり次回の進路学習に生かしたりする。


（評価基準　Ａ：達成した　Ｂ：ほぼ達成した　Ｃ：現状維持　Ｄ：現状より悪くなった）
